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　先 に われわ in．’］　
−S〕

は 本邦に おけ る ，秋 に 好発す る喘息

堯作の 原因 の 1 つ と し て ，イ ネ 花粉が 重要 な役 割 を 演 じ

て い る こ とを報告 し た ．すな わ ち ， 1） 空中飛散花粉 の

検索 に お い て ， 7月中旬か ら 9 月中句に か け て ，イ ネ 花

粉 と思わ れ る イ ネ 科花粉 が急激に 増加 す る こ と．2） イ

ネ 花粉抽出液 に よ る皮内反応 が ， 秋 に 好発する喘息患児

に おい て 、高率 に 賜性で あ る こ と，3）　イ ネ 花 粉 に よ る

皮内反応 は ，血清 に よ る被動性移入 が 可 能で あ る こ と．

4）　イ ネ 花粉腸息と推定され る 患児に お い て ，イ ネ 花粉

抽出液に よ る吸 入 誘発試験が 高率に 陽性 であり ， 著明な

1秒量 の 減少 と瑞息症状が誘発された こ と，5＞　 こ れ ら

吸 入 誘発試験陽 性 児に お い て ，イ ネ 花粉 に よ る 皮内反応

が 稀薄な濃度 で 全例 に 陽性 で あつ た こ と．な どを 報告 し

た ．こ の よ うに イ ネ花粉は ，本邦に お け る 気管支喘息の

抗原 と し て 重要 で あ る こ とが わか つ た，

　
一

方 ，花粉症 の 発見以来，イ ネ科花粉相互 間 に は ，共

通抗 原 性 が 認 め られ て い る．したが つ て ，こ の イ ネ 花粉

喘息 に み られ る感作が ， イ ネ花粉その もの に よ る もの か

ある い は ，こ れ と抗 原 を 共通す る ，弛の イ ネ科花粉 に よ

る もの か とい うこ と が 問題 に な る ，

　そ こ で ，こ の 問題 を解明 す るた め に ，イ ネ Or“ta 　sa一

頁砥 小麦 TTiticum 　satii
’
um ，オ ーチ ャ

ード Daet
丿iis　gte−

merata ，チ モ シ ーPhleum　Pratense，トウ モ コ ロ シ Zta　nlals

お よび ス ス キ Miscantfius　sinensis 、の 6 種 の 花揚抽 出液

の 間 に ，in　 vivO お よ び in　 vi ：ro 中和試験 を 行な い 、

共通抗原の 有無を検討 した，

　そ の 結果 ，in　 vivo 中和試験 で は ，イ ネ 花粉 と他 の 5

種 の イ ネ 科花粉との 間 に は 共 通抗原 性 が 認め られ ず，
in　 vitro 中和試験 で は ，イ ネ花粉 と小麦 ，オ ーチ ャ

ー

ドお よ びチ モ シ ー花粉 との 問に は ，軽度 の 共 通 抗 原性 が

証明され，イ ネ花粉喘息は ，主 と して イネ花粉そ の もの

に 由来 し ，他の イ ネ科花粉 に 需け る もの で な い こ とが明

らか となつ た の で 報告す る．

実毅方法並び に 成績

　 1 ，In　 viVo 中和試gee］
”sc

（そ の 1）

　方法

　 1） 花粉抽出液 ： 第 1報 と 同様 に 作製 した．す なわ

ち ，花粉 を エ ー
テ ル で 脱脂 した後，Coca 液 を 5％重量

容積比 に なる よ うに 加え，5℃ の 冷蔵庫中で 48時間拙出

した ．作製 した イ ネ 花粉抽出液の 蛋白窒素量は ， 29，100

PNU 〆n11 で あ つ た t

　2）　 イ ネ花粉｝こ対す る レ ア ギ ン 血清 ： イ ネ 花粉喘息患

者の うち ，イ ネ花粉抽出液 に 対す る皮内反応閾値が高い

もの か ら採血 した 血清を用 い た．こ の 患児の イネ花紛抽

出液 に 対 す る皮内反応閾値 は 1 ： 10，000，000で あ りPK

値は 1 ： 128で あつ た ．な お ，他の イ ネ 科花粉 ア レ ル ゲ

ン 抽出液に 対す る 皮内反応閣値 は ，小麦花粉 で は 1 ：

100 、00 ，オ ーチ ャ
ードお よび チ モ シ 花粉で は 1 ： 1，000

ト ウ モ コ ロ シ お よび ス ス キ 花粉 で “t　1 ： iOOで あつ た ．

　3） 被検者 ： 康健正常成 人 で イ ネ，小麦 、オ
ー

チ ャ
ー

ド ，
チ モ シ ー

トウ モ コ ロ シ お よび ス ス キ 花粉抽出液 の

三 ： 100 ＋： よ る皮内反応陰｛生者に つ き ， 各 イ ネ 科花粉抗

原 に 対す る試験 を ， そ れ ぞ れ 2 名つ つ 計 10名に つ ぎ行 な

つ た．

　4） 中和試験

　 a ） レ ア ギ ン の 鮫動性移入 ：上記の レ ア ギ ン 血 清 を ，

生理 的食 監 水 を 用 い て 1 ： 10，1 ；20，1 ：40， 1 ：80

お よび 1 ： 160と稀釈 し ，各稀釈血 清0、02mt を ， 被験者

の 左右 ，前腕 ，屈側 ， 皮内 に そ れ ぞれ 注射 した ．

　b ）各花粉抽繊液 に よ る皮内反応 ： 被動性移入24時間
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後 ，小麦 ，オ ーチ ャ
ード，チ モ シ ー，トウ モ コ ロ シ お よ

び ス ス キ の 各花粉ご とに ， それぞれ 2名つ つ の 被験老に

つ き，左腕 に は 、そ れ．それ 各花粉抽出液の 監 ： 1000を

O、02ml 皮内注射 し ， 15分肇反応を測定した ．な お ， 右 　
』

腕 に は ，対照液として 生理的食塩水．OO21nl を皮内注射

した ，

　　丁
1able

　2　　　至n 　　V ［vo 　Neutralization　@Tes

　　　　　（2）　 Orcha ゼd　 Gra ∬　Pol 主e

Neutralizatio

Reagi

right　 ar left 　 ar

Salin
（）rc…lar1

；1 ，  O

　成績　　　　　　　　　　　

　 1 ） 他の花粉抽出 液 に よ る レ ア ギ ンの 中和：小麦

オ ーチャー ド ， チモシ ー ， ト ウ モ コ μ シ お よ びスス

花粉 抽 出液に 対し ，ほとん ど 反 応が 認 め ら れ な

つた． 　2 ）他の 花 粉 抽 出 液 に よ る レアギン の 中

後 にお け る，イ ネ 花 粉抽出液に よ る皮内反応： 中和 抗

原 として他 の 花 粉 抽出液によつて皮 内反応を行なつ

部位 と， 苅照 液によつ て 皮内反 応 を 行 なつた部位で

イ ネ花粉 抽 出液 の 反． 応 は，同程度であ つた（f

@|r
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Challenge 　 R ≡ce1

： 1
，000

ユ ：　 10

ユ ：　 20

1 二　 40

ユ ；　 8G

1 ： 160

13× ユ338x3813x1150

× 5012

× 1？
49 ×496x643

× 437

× 7

F33
× 23

12x10

　　Tab 【e 　5　 三n 　 Vivo　NeUtralizat｛on 　 Test

　　　　　（5）　Pumpus 　Grass　 Pol亜en

Neutralization

4Z × 4210

× 1037
× 379

× 10

Reagin ［・・gh 一 レ ・・一

Salinel 　　 Pumpus
　　1 言 ユ，000

36× 369
× 833
×337x630

× 30

110

1 ：　 20

1 ：　 40

Table 　 4

Neutraliza 匸ion

In　 Vivo 　Neutra 王izatlon　Test

（4） C 。rn 　Pollen
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1 ； 160
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× 40

× 04
× 40
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　OXO

　OXO
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〇
一
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o
冖

4x40

× 04
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× o

Reagin

4 × 4

】right 　 armSaline

1 ：　 10

1 ：　 2G

王 ：　 40

ユ ；　 80

1 ： 160

O × 0OxoOxOo

× 00

× OD
× 00

× 00
× 00

× 0OxO

left　 arm

　 Corn1
： 1

，
0eo

Cha …ienge
↓

　 Riee1
： ユ，ooo

↓

OxO4

× 4G
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120

IO×12 11 × 11
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4 × 60
× O 140

30x3013X

ユ1
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1 ： 160

30x309

× 9

28 × 288x8

23 × 230xO 27x270

× 0

6 × 6 8 × 8 8x　 6

Challenge
↓

　 Rice1
：　1，0：0

↓

110

1 ；　 20

1 ：　 40

180

1　 　160

ユ1xll48x3412

× 1145
× 4510x732x326

× 630
× 300

× 025XZ5

11x1038
× 389

× 933
× 338

× 933
× 338
× 736x300xO28x25

　小括

　イ ネ花粉 レ ア ギ ソ 血清は 、小麦 ， オー
チ ャ

ード ， チ モ

シ ー一， トウモ コ ロ シ お よび ス ス キ 花粉抽出液の 111000

に 対 して 殆ん ど反応 しなか つ た ．また ， そ れ ぞれ の 花粉

抽 出液の 注射後 に 行なつ た ， イネ 花粉抽出液に よ る 皮内

反応 は ，対照 で ある生理的食塩水 の 注射後 に 行なつ た 場

合 と変 りなか つ た．

　 矼．in　 vivo 中 和 試 験 （そ の 2 ）

　方法

　実験方法 は ，1 と同様であつ た ，中和試験 は 小麦 ，オ

ーチ ャ
ードお よび チ モ シ ー

花粉 の 3 者に つ い て の み 行な

つ た ．その 濃度 は ，前回 の 中和試験 よ り 10培褸 い 1 ；

1  00を使用 した ．

　成績

　1＞ 他 の 花粉抽出液に よ る レ ア ギ ン の 中和 ：小麦 お よ

び チ モ シ ー花粉抽出液に 対して は ，反応 が 認 め られ なか

つ た ．しか し，オ ーチ v 一ド 花粉抽出液 に 対 して は ，

1 ：80まで 反応が認め られた．

　2）　他 の 花粉抽出 液 に よ る レ ア ギ γ の 中和俵に お け
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．fable　 6
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　　Table　 8　 1n　ViVQ　 Neutralization　Test

　　　　　　 （3）　Timethy 　Po 【len

Neu 亀ra1 …zat 董on

Challcnge

−
▼

　 Rice1
： 1

，
000

穿
▼

Reagin
right 　 arm

一 ．Lleft
　 ar 皿

1 ；　 1Q

1 ：　 20

1Saline
ユOx104D

× 44

ユO× 10

1 ：　 40

1 ：　 80

39× 39

ユ0× 1137
× 37

］0× 10

1 ： 160

32 × 25D

× o20

× 17

　　 Timothy
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「
J
’
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−
▼
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Ruagiri
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1 ：　 20

1 ：　 40

1 ：　 80

1 ： 160

40 × 409x9 33x337

× 6
right 　 arm 1cft　 arm

Saline Orchard1
： ］OO 1 ； 　 40

Oxo 　 1　 7 × 7
　 　 　 　 　 　　 　　 　
OxO 　 i　 27× 27

0xO 　 　 i　 　 6 × 6

躍 恋  

ユ ； 　 80

ユ ： 160

40 × 407
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33x335
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25x250xO 27x270

× 0

4 × 40xO
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7 × 70xO3

× 3

OXO

  xOo

× 00

× 00

× 0

18× 180xO2

× 20

× 02

× 2

↓　 ・ ：
▼

る ，イ ネ 花粉抽出液 に よ る 皮内反．応 ； 前回 の 中和試験 と

同．様に ， 最初に 中和抗原 と して 他の 花粉抽出和 に よつ て

皮内反応 を 行なつ た 部位 と，対照液に よつ て 皮内反応を

行な つ た 部位で の イ ネ花粉抽出液の 反応は 同程度で あつ

た （表 6〜8 ）．　 　 　 ，
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小括

　in　 viVO ｝こお い て は ，イ ネ 花粉 レ ア ギ γ 血清 は ， 小

麦，オ ーチ t 一ドお よび チ モ シー花粉 拙 出液の 1 ： 100

に よつ て も，全 く中稲 され ない こ とが わ か つ た ，

団，in　 vitr 。 中和試験
e）9）

　 方法

　 1）　イ ネ 花粉 レ ア ギ ン 血 清 ： ln　 vivo 中和 試験 に 用

い た もの と同
一

の 血清を使用 した，

　2） 被験者 ：健康正 常成人 で イ ネ J 小麦 ， オー
チ ャ

ー

ド，チ モ シ ー，｝ ウ モ コ ロ シ お よび ス ス キ 花粉抽出液の

1 ： 100に よる皮内反暗陰性者，5名を 用 い た ．

　3） 中和試験

　 a ）in　 yltro で の 各花粉蜘出液 に よる レ ア ギ ソ の 中

和 1 上 述 の レ ア ギ ン 血清の 1 ：ユO， 1 ； 20，工 ：40，お よび

1 ：80の 稀毅系列を 用 い た 。次い で ，第 1 の 稀釈系列 に

は ，イ ネ 花粉抽出液 の 1 ： 100を， 第 2 の 稀釈系列群 に

は ， それ ぞれ小麦 ， オ ー
チ ャ

ード、チ モ シ ー
， ト ウ モ コ

卩 シ お よ び ス ス キ 花粉な ど の 花 粉 の 抽 出 液 の ユ ： 100を ，

第 3 の 稀釈系列 に は ，生理 的食塩水を，い ずれ も等量 に

混 じ 、 37℃ 1 時間処理 し，さ らに ，5 ℃ の 冷蔵 庫 に 24時

間放置 した，

　 b）被動性移入 ：上述 の　in　 vitro 中和血清の O ．02
ml を，そ れぞ れ 被検者 の 前腕 ， 屈側 ， 皮内 に 注射 し

た ，

　 c ） イ ネ 花粉抽出液 に 対す る皮内反応 ；被動性 移入 48

時間 ，1 ：100Gイ ネ花粉抽出液O、02ml を皮冉注射 し，

15分後に 反応を測定 した ，

ソ の 三nvitro の 中和を行なつ た 系列で は ，イ ネ 花粉抽

出液 に 対す る皮内反応 が 全 く陰性で あつ た ．次 に ，第 2

の 系列群，すなわ ち ，そ れぞれ他の 花粉抽殱液に よ りレ

ア ギ ン の 中和 を 行なつ た 系列 の うち ，小麦 ，オ ーチ ヤ ー

ドお よびチ モ シ ー花粉を 用 い た系列 で は ， イ ネ花粉に 対

す る 皮内反応 の 減弱傾向が 認め られ た ．しか L ，トウ モ

コ ロ シ お よび ス ス キ花粉抽出液を用 い た系列で は ，イ ネ

Table 王O　 In　 Vit 「o　 Neut 「alizatlon 　rest

　　　（2）　Orcha τd　 Grass　 Pollen

Reagin

1

1

−直

20

40

80

、餮
i
制 ？

「lh制 ・・1三・・

1　 　 160

OxO2x20

× 02x20

× 02

× 20

× 02

× 2

6x616
× 160

× 010
× 100X

｛｝

3 × 30

× 03
× 3

8 × 845
× 458

× 845
× 456x620

× 2Do

× ｛〕

10× 10

Challenge： Rice　pollen　 l 　 I
，OOO

成績

第 1 の 系 列 ，す なわ ち ，イ ネ 花粉抽出液に よ リ レ ア ギ

Table 　 ll　 In　 Vitro　 Neutra量izatlon　 TeSt

　　　　 （3）　Timothy 　Pollen

Reagin

120

1 ・
　 40

ユ 80

ユ　 　 160

1警
i

制 竃
ユ

鴨 ざい ・・…

OxO3

× 30
× 03

× 30

× 03x30

× o3x3

3 × 32e
× 163x312x

　8

σxO5

× 6G

× 04
× 4

3 × 720
× 306

× 628
× 286x630x302x2

120

× 20

｛
’
able 　g　 In　 Vitro　 Neutralization　 Test

　　　　　（1）　 yheat　Pollen

Challenge ： Rice 　p ・Hen 　 1 　 エ
，000

Tab 】e　 12　 夏n　 VitrQ 　Neu 亡ralization 　TeSt

　　　　　 （
A
触 ）　Oom 　 Pol［en

Reagin

1　　 20

1　　 40

1　　 80

1　　ユ60

RiceI
： IooWheat1： 10GSaline ・ ・agl ・ t1鵬 。

OxO2
× 20
× 012
× 20
× 02
× 20xO2

× 2

鱈 。。 i ・・1…

8x8
Σラ× 350xG4

× 40xG4x4DxO4

× 4

8 × 836x368

× 836
× 360

× 012

× 120

× 05
× 5

1

ユ

　 　 　 　 OxO
20

4e

　　　　i
l誕1

18G

2x20

× 0

1　　 160

2 × 20xO2

× 2

9 × 734
＞（348

× 733x259

× 62
ユx177x6

125x22

Challenge：　Rice 　 poHen 　 1 ； 1｝OOO

7 × 747
× 47

ChaHenge ：　Rice 　pollen　 1　　1
，
000
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Table 　 13　 1n　 Vi 匸ro 　 Neu 電ra1 三zadon 　 TeSt

　　　 （5） Pumpus 　Grass　PQIIen

Reagin

1　　 2e

ユ　 　 40

ユ　　 80

ユ　 　 160

h5 ’

論0 門
u

ワ
1

脇 Saline 1：20
ひ

0 × 0 9 × 8
3x3 　　 　 38x38
0 × 0　　　 9x8
3x30

× 03

× 30

× 03
× 3

34、× 349

× 73
蝨　×　z49

× 734
× 34

8 × 733x33

1：40

1：帥

i
’
：loo

o

o

b

◎

○

○

o

ChaHenge ：　Rice 　poilen　1　　1
，
000

◎
Reagin Rice1

　：

’lco
  rchar01

： 1co

o

o

○

1： 20

王；40

1；部

1； 16e

Re∂qin

o

o

o

Rice
］：100

b

b

Wheat1

： 1co

○

G

○

○

Sali∩e

Chal［帥 ge ；Rice　P。lien ！： 1， 

Fig ．1．　ln　 vitro 　neutralization 　tesヒ

　　　　 （1）　wheat 　 poHen

花粉抽出液に 対する皮内反応 の 減弱傾向は 全 く認め られ

なか つ た （表9 〜13）　（図 1〜5 ）．

　小括

　in　 vitro 中和試験に よ り，イネ 花粉 レ ア ギ ソ 血 清は ，

イ ネ花粉抽出液に よ り完全 に 中和 され た ．一方．小麦 ，

t 一
チ ャ

ードお よ び チ モ シ ー花粉抽出液 に よ る あ る程度

中和 さ れ，また ，トウモ コ ロ シ や ス ス キ花粉抽出液に ょ

つ て は 全 く中和 され な か つ た，

IV。サ ル に よる PCAi ° ）
を馬い た in　 vitro 中和試験

　方法

　1）　 イ ネ 花扮 レ ア ギ ソ 血清

中却試験 と同
一

血 清を 用 い た ．

： in　 viVo お よ び Ul　 vitro

1：20

1 ； 40

1 ：匆

○

Saline

　　　　 Challe  e こ Rにe　Pollen　　l： 1，αX｝

Fig ，2．　ln　 vitro 　 neutralizati 。 n　 tes亡

　　 （2）orchard 　grass　pollen

11100

Reagin

6

o ・

o

o

Rice1
： 100

Q
 

o

（）

丁imothyI

： 100
Saline

Challenge　：Rice　Pollen　　互： L 

Fig．3．1囂 　v 王tro　lleutraHzation 　test

（3）tiτnothy 　 pollen．

、
丿

　2） 実験動物 ： 3．5  の 牡の Macaca 　 mutatta を 用 い

た．

　3） 実施方法 ：

　 a ） レ ア ギ ン の 中和．E の in　 vkrQ 中和試験と同様

に 行 な つ た ，レ ア ギ ソ 血 清 の 1 ： IO ，1 ； 2  ，1 ：40お

N 工工
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］iee

工：40

13釦

b

◎

　 　 　 　 D
t： 工60

（⊃
o

○

i：20

1 ：40D

◎

◎

1 ：33o

1 ；160　　 0

○

G

○

o

Reagin　　 Rice
　 　 　 　 1 ， 100

Corn
！；玉oo

Saline Reagin　　 Rice
　 　 　 　 1：ユeo

Pu呻 us1

；1co
Sallne

　　Challenge：Rice　Pollen　　豊； 1、CDO

Fi9、4．　 In　vltTO 　 neutra ！ization　test

　　　　 （4）corn 　poUe 黜

よび 玉 ：80の稀釈系列を 7 列作成 し ， 各系列に イ ネ ， 小

麦 ，オ ーチ ャ ード， チ モ シ ー
， トウ モ コ ロ シ お よび ス ス キ

花粉抽出液の 1 ： ユOOお よび生理 的食塩水 を それぞれ等

量 に 混 し ， 37℃ 1 時間処理 し，さ らに ， 5 ℃ の 冷蔵庫に

24時間放置 した ，

　 b ）被動性移 入 ：サ ル の大 題 屈側 お よび 腋窩の 皮内 に

上 述 の in　 vitre 中和血清の 0．lml を そ れ ぞれ 注射 し

た ．

　 c ） イ ネ花粉に よる 惹起注射 ：被動性移入24時間媛，

イ ネ 花粉抵出液 2 ，000PNU に 0 ．5％ の Evans 　biues

ml を混合 して 静注 し，正5分後に 反応を捌定 した ．

成績

　イ ネ花 粉 抽 出 液を 用 い て 中和 しraX，位 で は ，反 応が 全

く認 め られ なか つ た ，小麦お よ び オーチ ャ
ード花粉拙 出

　 Challe  e ： RtcePo凵en 　　1： 1・ooa

F；9 ．5．至nvitro 　neutrrlizat 圭on 　test

　　 （5）pumpus 　grass　poHen

液を 用い て中和 した 部位で は ， 反応の 滅弱傾向が認め ら

れ た ．し か し，チ モ シ ー，ト ウ モ コ Pt シ お よび ス ス キ 花

粉抽出液で中N を した 部位 で は ，反応の 減弱傾向は 認 め

られ な カ：

て
つナこ　（表14 ，　図 6 ，　図 7），

　小括

　サ ル に お け る PCA を用 い た in　 vitro 中和試験に よ

り，イ ネ花粉抽出液 に よ り完全 に 中和され ，小麦お よび

オ ーチ ャ
ード花粉抽出液 に よ り軽度に 中和 さ れ ，また ，

チ モ シ ー
， h ウモ コ ロ シ お よび ス ス キ花粉抽出液に よつ

て は ，全 く中和され ない こ とがわ か つ た ，

　V ．モ ル モ
ッ ト に お け る PCA 反応

川
を用 い た h｝

v 至tro 中k 試験

　方 法

　D　 イ ネ花粉 に 対す る抗 血 清 ； ウ サ ギ に ，イ ネ 花粉捗

Table 　 14　1n　 V 三tro　Neutralization　Test　 by　 Using 　PCA 　Reac ヒion　 inMonkey

Reagin

1　 　 201

　 　 401

　 　 801

　 　160

・・i… 　 IR ・ceiW ・ea ・

21x2115

× 1515

× 1513x

ユ3

　 　 　 　 5
0 × 09

× 00

× 00xO

7 × 74

× 44
× 40xo

・ ・cha ・d　l・ ・… hy Corn

・。・ 2・ 122・ 22

11× 11　　　 17× 17

11× 11　　　　12x12
0xO 　 　　 gx9

21 × 2122

× 22

工2X　129

× 9

i・・ m …

　 20× 20

　 18x18

　 　14× 14

i8 ・ 8

ChaHenge ：　Rice 　pollen　2，000　PNU
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　　Fig ・6」 ・ ．・ it・ ・ n
禦

・ ¢ ・1三・ a   n
　
t・ ・t　by

us 三ng 　PCA 　 rea6tion 　in　monkey ．

●

●

■

適1＼
●

o9 ざ’璽　　 1，ユ60

で第 1 の 稀釈系列 セこ は ，
イ ネ 花粉抽出液 の 1 ： 100を ，

第 2 の 稀釈系列群 に は ， 小麦 ， オーチ ャ
ードお よび チ モ

シ ーな どの 花粉の 抽出液 の 1 ： 100を ， 第 3 の 稀釈系列

に は ，生理的食塩水 を ，い ずれ も等量 に混 じ，37℃ 1時

間処理 し，さ らに 5 ℃の 冷蔵庫に 24時間放置 した ．

　 b ）被動性移 入 ： モ ル モ
ッ トの 腹部皮内 に 上述 の in

vitro 中和1血清 の O．lm1 をそれぞれ注射 した ．第 1 の

稀釈系列は 1 ：1Qの み 注射した ．

　 c ） イネ 花粉 に よ・る惹起注射 ：被動性移入 4 時間後 ，

イ ネ花粉抽出液 150PNU と O．5％ の Evans 　 blue を

0．5ml を 混合 して 静注し，王5〜30分後に 反応を測定 し

た ．

　成績

　イ ネ 花 粉 抽 出液 を 用 い て 中和 した 部位そは ，反応 が 全

く認 め られ た か つ た ．小麦花粉抽出液を 用 い て 中和 した

部位 で は ，反応 の 減弱傾向が軽度に 認め られ る が ，オ
ー

チ ヤ ードお よ び チ モ シ ー花粉抽出液を 用 い て 中和 した 部

位で は ，反応の 減弱 ぱ全 く認め られ なか つ た （表15〜

17）．

小括　 　　　　
・
　　

．
　　

’．

モ ル モ ッ トに お け る PCA を 用い た in　 vitro の 中和

Table 　 15　1n　 Vitro　 Neutrhllzation　 Test

　　 ．with 　 Wheat 　Pollen　 by　 Using

　　　　Reaction 　in　Guinea 　Pig

　 　 　 　 ヒ
レ

隔 tR ，ce ＿ d 移

Reagin

　　Fig．7．　In　 vitro 　 neutralization 　tes重 by
using 　 PCA 　 react 且on 　in　 monkey ．

1　　 201

　 　 401

　 　 801

　　 ユ60

is・1i・・

14× 1711

× 1412

× 1410x14

、胤 。 臣 ，
efl

。

0 × 0 11 × 149

× 110

× 00

× 0

　 出液 の 1 ： 100を 0．Smi と フ ロ イ ン F ア ジ ュ バ ン ド 0．5

　ml の 混合物を，1週 1．回 合計 3 回 皮下注射 し，最後に ，

　抽出液 1．Oml を静注 した． 1週間後に 採血 した血清は ，

L 沈降反応 に よ る 抗体価 は ， 抗原稀釈で 1 ： 100 で あ つ

　 た ．

　　2）　実験動物 ： 250−一　
’300　g の モ ル モ ジ トを 用 い た ．

　　3） 実施方法
’

　　 の 抗血清の 中和 ： 皿 ，IVの in　vitro 中和試験 と同

　様 に
’
｛nvltro に て 中和 を行な つ た ．抗血清の 1 ： 10，

　 1 ：20，1 ：40お よび 1 ：80の 稀釈系列 を用 い た ．つ い

　 ChalIenge ；　R・ice　pollen　ユ　：　100

rable　 16　1n　 Vitro　 Neutralization　 Test

　with 　 Orchard 　Grass 　Pollen　byUs｛ng

　　 PCA 　Reaction 　 in　Guinea 　Pig

・ ea … i ・・ li・ ・ 1、弓
’

端。

1　 　 20

1　　 40
1　　 80
1　 　 160

17x1816x1813

× 176

× 13

　 Orehardl　 1 ； ユ00

OxO 　 ｝ 12× 11

　 　 　 　 　 　16× 16

　 　 　 　 　 　17× 16

　 　 　 　 　 　13 × 15

Challenge ：　 Rice　 pollen　 1 ； 100
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Tabie 　 l7 夏n　 Vitro　 Neutralizatlen　 Test

　 with 　 rlmoth γ Poll巳n 　by 　Uslng 　 PCA

　　　　Reacti 。 n 　 ln　Guinea　Pl9

・ ・ ag ・・ t ・al …

1 ；　 201

：　 401

　 　 8G1

　 　 160

14x2618

× 2219x269x12

1胤 。 1写i？鴫ざ
0 × O 18x2012

× 1812

× 209X

ユ2

　　　　Challenge：　Rice 　Pollen　1　；　100

試 験 に よ り 、

』
イ ネ 花粉に 対す る抗血 清 は ，イ ネ 花粉摘出

液 ｝こ よ り完全 に 中和され ，小麦花粉抽出液 に よ り軽度に

中和 さ れ るが ， t 一
チ ャ

ードお よびチ モ シ ー花粉抽出液

で は 全 く中和されない こ とがわ か つ た ，

総　括

　イ ネ 花粉と他 の イ ネ 科花粉 ，すなわ ち小麦 ，t 一チ ャ

ード，チ モ シ ー
，

トウ モ コ

’
i「 シ お よび ス ス キ花粉 との 間

の 交 叉 反応性 を ， 中和試験 を用 い て 挨討 した ．

　 1）　花粉喘息患者の レ ア ギ ン を用い た交叉反応試験．

　 a ）in　 vivo 中和試験 ：交叉反応は 全 く認 め られな か

つ た ，

　 b ）ln　 vltro 中和試験 ：交叉反応は 小麦 ，オr チ
．
v
一

ドお よび チ k シ ー花 粉 との 間 に わずか に認 め ら れ ，ト ウ

モ コ ロ シ お よび ス ス キ 花粉 と の 間 に は 全 く認あ られ な か

つ た ．

　 c ）サ ル に お け る PCA 反応 を 用 い た in　vitro 中和

試験 ：交叉反応 は 小麦 お よび オ
ー

チ ャ
ード花粉 との 問に

軽度 に 認 め られ ｝チ モ シ ・一：
J トウ モ コ ロ シ お よ び A ス キ

花粉との 間に は 全 く認 め られ なか つ た ．

　2）　 イ ネ花粉で 感作 した ウ サ ギ 血 清 を 用 い て の 交叉反

応試験

　モ ル モ ッ トに お け る PCA を用 い た in　 vitre 中演】試

験 ：交叉 反 応は 小麦粉 どの 間 ecは 軽度 に 認め られ ，オ ー

チ ャ
ードお よび チ モ シ ー花粉 との 問 に は 全 く認 め られ な

か つ た ．

　以上 の 成績 を総合す る と ， イ ネ花粉 との 交叉反応 は ，

小麦，オー
チ ャ

ードお よ びチ モ シ ー花粉 で は 軽度 に 認め

られ ， F ウ モ コ ロ シ お よ び ス ス キ花粉で は 全く認め られ

ない こ とがわ か つ た ．　（図 8 ）

、　、
　 　 　 4 　・

考　案

1） 従来，牧草花粉の 抗原性に つ い て は ， 大別 して 2

　　Fig．8．　Cross　antigenlcity 　between　 rice

pollen　 and 　 other 　grass　 pol！ens ．

つ の 考え方 が あ る よ うで あ る．第 1 は ，イ ネ科花粉 の 共

通 抗 原 性 を 重視す る考 え 方 で あ り ， 減感作 に 用 い る抗原

も ， 代表的な 1 ない し数種 の 花粉を用 い れば よ い とす る

考 え方 で あ る ，第 2 は ，そ れぞ れの イネ科花粉の 特異抗

原 を重視 す る考え方 で あ り，減感作療法 に 用 い る 抗原

も，実際 に 個 々 の 患老が感作されて い る花粉 を用い なけ

れぽ な らな い とす る 考え方で あ る．

　rg　1 の イネ 科花粉
1
の共通抗原挫 を重視 す る研究 と し

て ぽ，ま ず ，減感作療法 を考案 した N ◎onlt 〕

を 始 め ，

Freeman コz ）
，
　 GoOdaleH ）

お よび Cooke　 and 　 Vander

N「
eeri5

）

等があげられ る ．か れ らは チ モ シ
ー
花粉が ，最

も広範囲に 共 通抗原 を有する と考え ， 減感作療浩 の 抗原

と して チ モ シ ー
花粉を用 い てい る ，

　 こ の イ ネ 科花粉 の 共通抗原を重規す る 論拠 と し て は ，

a ）牧草花粉症 の 患名 で は ，皮膚反応は 種 々 の イ ネ科花

粉 に 対 して陽性 の 場合 が 多い こ と　（Scheppegrelli6，）、

b ）未 だ暴露 され た こ との ない 花粉に よ つ て も陽性反応

を呈す る こ と （ChobetM ，　rhemmenlsi ，　Duchaineig〕）．

c ）チ モ シ ー花 粉 単 独 の 減感作療法で ，大部分 の 牧草花

粉症が 治癒す る こ と（Tuft2
’ ｝

，
Urbach2i ），Frankland2z ）

，

Ch6botiT ｝

＞L　 d ）共 通抗原が 中和試験 で 証明 さ れ る こ と

（ChobGtL7），　Stu註茎，　CGoke　and 　BarnardZs ）
）．　e ＞共通

抗 原 が gel　 diffusiQnで 証明され る こ と（Wodehouseti，，
Aug

’
ustln

’S｝
） 等が あげ られ る ，

　rg　2 の 個 々 の イ ネ科花粉の 持異抗原を重視す る 論拠 と

して 9t，　 a ） 1種 の 花粉 の み で感作 さ れて い る牧草花粉

症 が か な りの 数 に認 め ら れ る こ と （Piness
：6｝，、　Piness

and 　Miller” ），　Grubb 　 and 　V 飯 ghan28
，

）．　 b ）米国西

部 の よ うなチ モ シ ー
の 少 な い地方 に お け る草牧花粉症

で は ，チ モ シ ー花粉 に よ る皮膚友応が 陰性で あ る とと

N 工工
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6｛〕一（1014） イ ネ 花粉喘 息の 研究

（WatSQn 　 and 　Kib ［er2e 》
，
　 Lamson 　 and 　ts（iller” ］

，
　La −

mson 　 and 　 Alles31】
，
　Vaughan ：i〕

）．　 c ） チ モ シ ー花粉 の

み に よる減感作療法 で 治癒 しな い 牧草花翰症 が存在す る

こ と　（liend 曾 r501133 ，
，　Andersen34 〕

，　S．M ．　Feinberg ；5 ，
，

Sternberg3si，　 Grubb 　 and 　 Vaughan ” ⊃

）．　 d）中和試

験 に よつ て ， 個々 の 花粉に 特異抗原が証明 さ れ る こ と

（DeBesche η
，
　 CoGa 　 and 　 Grovee ｝

，
　 Rackemann 　 and

Wager37 ，

）．　 e ）gel　diffuslon に よつ て ， 特異抗原が証i

明され る こ と （J．G ．　FeinbergSi 〕
）等で ある ，

　 これ らの 2 つ の 立場 は ，
い ず れ もイ ネ 科花粉相互間

に ，あ る程度の 交叉反応 がある こ とを認め て い る ．問題

は
， 個々 の 花粉に存在する特異抗原を重筏す る か 否か で

あ る．第 1 の 立場は こ の 特異抗原を
“ M ｛nor 　Antigen 　

”

として 軽視す る の に 反 し，第 2 の 立場 は それを重規 して

い る．

　 こ れ ら の 2 つ の 立場を 通 じて 重要 な こ とは ，両者とも

｝こ イ ネ科花粉と して 対象 に して い るの は ，
Timothy を

中心 として ，Red −top ，June　grass，Sweet 　 varnaLLow

spear
，
　Orchard　grass，

　Rye
，
　W ｝ユ ea らBerrnuda 　grass，

Johnson　 grass，
　 crab 　 grass，　 ve 工vet 　 grass， などで あ

つ て ，イ ネ花粉を あつ か つ て い な い こ とで ある ，第 1報

で 述べ た よ うに ， イネ 花粉の ア レ ル ゲ ン と して の 役割に

つ い て は 、Sangiorgi39）が 花粉症 の ア レ ル ゲ ソ と して あ

げた報告の 引用 を Unger の 著書に 認め得る の み で あつ

て ，イネ 花粉 は ，従来，気管支喘息の ア レ ル ゲ ソ と して

報告 され て い な か つ た よ うであ り ， した がつ て 研究対象

と されて い な かつ た ．要す るに ， 以上の イネ科花粉に お

け る 共通抗原性 を重視す る 立場 もこ れ を重視せ ぬ 立場

も，と も に イ ネ花粉 を除 く イ ネ科花粉に つ い て譌 じて い

た の で あ る．

　 われわ れ の イ ネ 花粉症 の 患者血清を用 い た 交叉反応実

験 の 成績を ま とめ る と，共 通抗原 の 関与 は ，ときに 僅 か

に 認め られ る こ とは あつ た が ，

一
般 に 少 な く，特異 抗原

の 重要性が認 め られた．すなわ ち ，イ ネ花粉症 に お け る

感作抗原 は，イ ネ花粉 自身 で あ り共通抗原を 有す る他の

イ ネ科花粉に よ る もの で は ない こ とがわ か つ た ．こ の よ

うに ，イネ花粉 と他 の 種 々 の イ ネ科花粉 との 間 に は，一

般 tt共通 抗原 性 は少 な く，した が つ て ，イ ネ 花粉症 の 減

慈作療法に は ， イ ネ花粉その もの を用 い る必要性が 推定

さ れた ．

　最近 ， 我妻
q°｝

は牧草花粉症 18例 に つ き皮膚反応 を行な

い
， オーチ ャ

ードに は 100％陽性とな るの に 反 し，イ ネ

花 malC対 して は 16．7％ と低 く，牧草花粉と イネ 花粉と は

交叉反応焼が は な は だ少ない と言つ て い る．こ の 成績

は ，わ れ わ れの 成績と も
一
致 して お ウ，イ ネ 花粉症 の 独

立 性を示すもの と思わ れ る ．

　2） 植物分類学 と交叉反応

　牧野 お よ び根本
‘ Ll

に よ る と 、 イ ネ科植物は形態学的 に

2群に 大別されて い る ．すなわち．以上 の 実験 に 用い た

6 種 の 植物の うち イ ネ ，ス ス キお よび ト ウモ コ ロ シ は 第

1群に属し ， 小麦 ， t、　 ・一チ ヤ
ードお よびチ モ シ ーは第 2

群に 属 して い る、しか るに ，以 上の 血 清学的な 中和試駿

の 成績で は ， 形態学上 に お い て ，イ ネ と比較的遠い 他の

イ ネ科花粉，小麦 ，オr チ ャ
ードお よびチ モ シ ーと の 間

に は ， 交叉反応 が 認め られ ， 比較的近 い 他 の イ ネ科花

窃 ，
ス ス キ お よ び ト ウ モ コ ロ シ との 間 に は ， 交叉反応が

全 く認 め られな か つ た ．

　すなわ ち ， イ ネ科植物 の 花粉 の血 清学的分類と形態学

的分類 とは 必 ず し も
一

致 しな い こ とが わ か つ た ．植物を

分類する上で 形態学的特鐓ばか りで な く，雄性 と して の

生殖体 で ある花粉 の 近親関係をみ て い くこ とは ，系統発

生 を追求する上 で 重要 で あると思われ る．ずな わ ち ， 花

粉の 抗原搆造は 分類学上の 重要 な鑑 別 点 とな り ， また ，

植物 の 再 分類を 行 な う⊥、で 有用 と考え られ た ．

  結　語

　イ ネ花粉と他の イ ネ科花粉 ， すなわ ち，小麦 ，オ ーチ

t −一ト，チ モ シ ー，ト ウ モ コ P シ お よび ス ス キ花粉との

問 の 交叉 反応性を ， 中瀦試験を用い て 検討 した ．そ の 結

果 ， イ ネ 花粉との 交 叉反応は ，小麦，オーチ ャ
ードお よ

び チ モ シ ー二花粉に お い て 軽度に 認め られ，トウモ コ ロ シ

お よび ス ス キ 花粉 で は全 く認め られ な い こ と が わ か つ

た 。す なわ ち，イ ネ 花粉喘息は 主 と して イ ネ花 粉 そ の も

の に 由来 し，他 の イ ネ科花粉に よ る もの で は な い こ とが

明らか に なつ た ，

　最後 に ，牧草花粉 を い た だ きま した 市 立札 幌 病 院 小児

科我妻義則博土 お よび鳥居薬品株式会社 の 御厚意 に 感謝

い た し ます．
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                    S{udies en  Rice Pollen Asthma

Il. Studiies on  cross  antigehicity  between Rice  Pollen aRd  e{her  Grass Pollcns

           Toshisada K{rnura, Masao  Todokoro, Takayoshi Kuroume,  Kouii Tateno and

                                   Tatsuo Matsumura

             Department of  ?ediatrics, Gunma  Univers{ty Scheol of  Medicine, Maebashi

    In the  prcvioLis paper, authors  reported  that rice  pollen ystas considered  as  one  of  the important

inhalant allergens  to cause  asthmatic  attacks  in early  fall inJapan.  Howcver, a problem remalns  to be

solved  as to whether  hypersensltivity to ricc  pollcn can  be produced  by the  exposure  te ricc pallen itself

or  to othcr  grhss pollens which  presumably  cross  Feact  vyith {t and  are  grown  or  cultivated  
wide!y

 
lnJapap.

    In the  present paper, cress  antigenicity  was  txarnined  by means  of  passive tra"sfer-in  vivo and  
-in

vitro
 
neutratization

 tcst  as  well  as  in vitro  neutralization  test by  using  PCA  reaction  in monkey  and  guinea

pig, be{ween ricc  poLien and  other  grass po:'lens including wheat,  orchard  grass, timothy,  corn  
and

 pumpus

grass po11ens.

    As a  result,  it was  demonstrated that weak  cross  antigenicity  cxists between  ricc  pollen and  pDllens

of  wheat,  orchard  grass and  tlmethy,  but nenc  betwcen rice  po]len and  corn  pollen as  weLl  as purnpus

grass pollen,
    From  these  results, it seems  rcasonable  to conclude  that hypersensitivity to rice pollen foud in asth-

rnatic  chirdTen  could  be attributable  rnainly  to rice  pellen ltselfwh{ch floatg abundantly  from late summer

to early  fall in Japan.


